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創刊号では、わが国の水素社会実現に向けた取り組みを紹介しました。その中で、温室効果ガス削減目標の実

現に不可欠な革新的技術の一つが「水素利用技術」であること、また水素利用拡大の課題は「水素の価格」で

あることを解説しました。第2回では、「水素の価格」に直結する「水素の製造と運搬技術ならびにその化学的特

性」を解説します。

創刊記念技術解説 水素社会に対応するサーモテック

第2回　水素の製造と運搬技術ならびにその化学的特性

・現時点では化石燃料改質による製造が一般的で
すが、製造時に発生するCO2を効果的に固定化す
る技術開発が課題です。
・現在川崎重工殿を中心にしたコンソーシアムが
オーストラリアの褐炭を原料にした水素製造と液
化の技術開発を進めており、2020年秋の液体水素
出荷を目指しています。
・将来的には再生可能エネルギーによるCO2フリー
の製造技術確立を目指しています。
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第3回となる次号では、本技術解説の本題である「工業用水素バーナの開発経緯とその性能」についてご紹介します。ご期待ください！

・燃料電池自動車と水素焚きガスタービン発電はすでに実用化されています。水素価格が低下すればLNG焚
き火力発電の代替となる水素焚き火力発電も考えられます。
・次号で紹介する当社の水素バーナを用いれば、工業用加熱設備での水素利用も可能です。

製造した気体水素を-253℃以下に冷却して液体水素として輸送する方法です。課題は
ｰ253℃の超低温を作るために大量のエネルギー投入が必要な点です。液体水素の大量輸送の
課題については、最近川崎重工殿が世界初となる液体水素輸送船を建造しました。

気体水素を液体のアンモニアに変換して輸送する方法です。課題は劇物である
アンモニアの取り扱いに注意が必要な点です。最近ではこの水素キャリアの一つと
考えられていたアンモニアをそのまま直接利用する技術開発も進行中です。

気体水素を液体のメチルシクロヘキサンなどに変換して輸送する方法です。しかし、
気体水素に変換するために加熱処理が必要なことが課題となっています。

・水素の特筆すべき化学的特性は「燃焼速度が
極端に速い」（メタンの8倍）ことです。そのため
工業用バーナで利用する時には種々の配慮が
必要になります。
・水素は「火炎温度が高い」（メタンより150℃
高い）のも特徴です。この点も工業用バーナで
利用する時にはNOxへの配慮が必要になります。
・これらの配慮の詳細は、次号（第3回）で解説
します。

・現在の水素価格は1㎥で100円です。これは単位
発熱量当りで都市ガスの6倍以上です。これが
水素普及のネックになっています。
・水素社会実現のために、まずは2030年に
36円/㎥を達成し、2050年には20円/㎥にまで
下げることが目標とされています。
・アンモニアはカーボンフリー燃料として考えた
場合、価格的には水素以上に魅力があります。




